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目　　次

事例発表する菅野前部長と川崎部長（右から）

　
岩
手
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
青
年
部
（
川

崎
長
部
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
全
日
電
工
連
優
良

事
業
工
組
表
彰
銀
賞
を

受
賞
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
全
日

本
電
気
工
事
業
工
業
組

合
連
合
会
（
米
沢
寛
会

長
）
が
連
帯
意
識
の
高

い
「
固
い
組
織
」、「
風

を
起
こ
す
・強
い
組
織
」

な
ら
び
に
地
域
に
貢
献

す
る
組
織
の
確
立
を
め

ざ
し
、
各
地
の
優
良
事

業
の
水
平
展
開
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
創

設
し
た
も
の
で
、
今
回

が
第
１
回
と
な
る
。
全

国
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推

薦
さ
れ
た
27
事
業
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
同
青

年
部
の
「
東
日
本
大
震

災
被
災
地
復
興
支
援

『
あ
か
り
を
灯
そ
う
』

事
業
」
が
地
域
貢
献
事

業
部
門
で
銀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
同
青
年
部
は
東
日
本

大
震
災
発
生
後
、
い
か

な
る
支
援
が
で
き
る

か
を
協
議
、
検
討
し

２
０
１
１
年
７
月
か

ら
「
あ
か
り
を
灯
そ

う
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
ま
ず
は
、
小

中
学
生
は
じ
め
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
確
保

の
た
め
に
、
大
船
渡

市
、
釜
石
市
、
宮
古
市

に
そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
に

わ
た
っ
て
部
員
を
配
置

し
、
防
犯
灯
１
０
０
基

を
設
置
。
陸
前
高
田
市

の
「
奇
跡
の
一
本
松
」

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

は
、８
日
間
に
わ
た
り
、

全
支
部
の
青
年
部
員
延

べ
１
０
０
人
が
作
業
し

た
。
一
本
松
の
樹
木
下

部
に
は
「
ろ
う
そ
く
や

鎮
魂
の
火
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
橙
色
で
、
枝
葉
の

部
分
は
「
希
望
の
光
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
白
色
で

灯
し
て
い
る
。㈱
東
芝
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
器
材
提
供
を

受
け
事
業
展
開
し
た
。

　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

（
横
浜
市
）
で
14
日
に

開
催
さ
れ
た
全
日
電
工

連
の
第
30
回
電
気
工
事

業
全
国
大
会
に
お
い

て
、
表
彰
式
と
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
菅
野
卓

訓
前
青
年
部
長
と
川
崎

青
年
部
長
が
登
壇
。

　

菅
野
氏
は
「
１
，

７
０
０
人
も
の
聴
衆
を

前
に
し
て
の
事
例
発
表

は
緊
張
し
た
が
、
全
国

の
仲
間
に
思
い
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
事
業
は
青
年
部
員
は

じ
め
、
親
組
合
、
メ
ー

カ
ー
、
各
機
関
の
迅
速

な
対
応
、
協
力
が
あ
っ

て
実
現
で
き
た
も
の
。

青
年
部
の
創
立
20
周
年

事
業
と
し
て
の
位
置
づ

け
も
大
き
い
」
と
語
っ

た
。

　
今
年
、
菅
野
氏
か
ら

部
長
の
バ
ト
ン
を
受
け

た
川
崎
部
長
は「
当
時
、

被
災
地
で
は
明
か
り
が

な
く
不
安
と
の
声
を
耳

に
し
、
自
分
た
ち
の
技

術
で
何
と
か
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
一
杯
だ

っ
た
。
こ
の
団
結
力
は

今
後
の
青
年
部
活
動
に

も
良
い
影
響
を
も
た
ら

す
と
思
う
」
と
話
し
て

い
た
。

当
組
合
青
年
部
事
業「
あ
か
り
を
灯
そ
う
」

第
１
回
優
良
事
業
工
組
表
彰「
銀
賞
」受
賞
全日電工連
全 国 大 会

表彰状を受け取る川崎青年部長
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全
日
電
工
連
の
第
30

回
電
気
工
事
業
全
国
大

会
は
14
日
、
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜（
横
浜
市
西
区
）

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

の
全
国
大
会
は
、
当
組

合
の
本
・
支
部
事
務
局

職
員
研
修
を
兼
ね
る
こ

と
と
し
た
こ
と
か
ら
、

６
名
が
参
加
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

『
ひ
ろ
が
れ
、
つ
な
が

れ
、地
域
の
「
絆
」!!
』、

サ
ブ
テ
ー
マ
に
①
安
全

と
安
心
で
、
地
域
社
会

に
貢
献
②
環
境
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
調
和
を
目
指

し
た
明

日
へ
③

若
い
力

と
情
熱

で
、
伸

ば
そ
う

伸
び
よ

う
次
世

代
へ
―

と
し
、

電
気
工

事
業
界

の
明
日

を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
基
調
講
演
や
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

　
同
大
会
で
は
、
今
回

創
設
さ
れ
た
全
日
電
工

連
優
良
事
業
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
金
賞
に
は
北

海
道
電
工
組
引
込
線
工

事
士
資
格
制
度
と
引
込

線
工
事
一
括
受
託
事

業
、
銀
賞
に
は
、
地
域

貢
献
事
業
と
し
て
当
組

合
青
年
部
の
東
日
本
大

震
災
被
災
地
復
興
支
援

「
あ
か
り
を
灯
そ
う
」

事
業
と
、
石
川
県
電
工

組
加
南
本
部
配
電
線
非

常
災
害
復
旧
訓
練
が
受

賞
。
川
崎
長
青
年
部
長

が
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。
ま
た
、
菅
野
前
青

年
部
長
と
川
崎
青
年
部

長
が
登
壇
し
、
事
例
発

表
し
た
。

　
な
お
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
た
全
国
大
会
は

今
年
の
第
30
回
が
最
後

と
な
り
、
今
後
は
技
能

競
技
会
と
交
互
の
隔
年

開
催
と
な
る
。
全
国
大

会
は
再
来
年
、
山
口
県

宇
部
市
で
の
開
催
予
定
。

電
気
工
事
技
能
競
技
全

国
大
会
開
催
（
概
要
）

１
．
大
会
開
催
日

　
平
成
26
年
11
月
29
日

㈯２
．
大
会
開
催
会
場

　
両
国
国
技
館（
東
京
）

３
．
出
場
選
手
数

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
３

名
、
全
国
30
名

４
．
開
催
目
的

　
全
日
本
電
気
工
事
業

工
業
組
合
連
合
会
に
所

属
す
る
電
気
工
事
技
術

者
を
中
心
と
し
、
そ
の

電
気
工
事
技
術
者
の
資

質
並
び
に
技
術
水
準
の

向
上
を
通
じ
、
お
客
様

の
満
足
と
安
全
・
安
心

に
電
気
を
お
届
け
す
る

た
め
の
電
気
保
安
の
確

保
を
担
う
電
気
工
事
業

界
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

第
30
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
開
催

当
組
合
か
ら
20
名
参
加

　
　
　
平
野
理
事
長
、
県
に
対
し
て
要
望

　
　
　
　
第
一
種
工
事
士
免
状
交
付
期
間
の
短
縮

　
去
る
10
月
22
日
、
平

野
理
事
長
が
岩
手
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
を

代
表
し
て
中
小
企
業
に

関
す
る
諸
要
望
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
特
に

も
岩
手
県
知
事
に
対
し

て
、
第
一
種
電
気
工
事

士
免
状
交
付
期
間
を
現

行
の
５
年
か
ら
３
年
に

短
縮
す
る
よ
う
、
国
に

対
し
て
働
き
か
け
て
ほ

し
い
旨
要
望
し
た
。

　
当
組
合
所
属
の
第
一

種
電
気
工
事
士
に
つ
い

て
年
代
別
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
（
３
面
の
表
を

参
照
）、
20
代
が
圧
倒

的
に
少
な
く
、
電
気
工

事
業
の
将
来
を
展
望
し

た
場
合
、
業
界
と
し
て

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
、

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震

災
復
旧
・
復
興
事
業
の

円
滑
な
促
進
が
求
め
ら

れ
る
中
、
３
年
後
の
岩

手
国
体
、
７
年
後
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
決
定
に
伴
い
、
仕
事

量
の
増
大
に
よ
る
技
術

者
不
足
が
よ
り
深
刻
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
本
県
で
は
、
さ
ら

に
北
上
山
地
へ
の
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
立
地
が
有
力
視
さ

れ
る
な
ど
、
仕
事
量
が

増
大
す
る
こ
と
が
目
に

見
え
て
い
る
。

　
短
縮
に
関
し
て
は
全

日
電
工
連
で
も
国
に
対

し
要
望
し
て
い
る
が
、

国
で
は
「
安
全
性
の
確

保
」
の
観
点
か
ら
難
色

を
示
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
実
現
ま
で
に
は

相
当
の
時
間
を
要
す
る

と
し
て
い
る
。

　
本
県
と
し
て
は
単
な

る
期
間
短
縮
で
は
な
く

「
安
全
確
保
に
係
る
研

修
・
実
技
」
に
係
る
講

習
等
を
実
施
し
受
講
し

た
者
を
対
象
者
と
す
る

旨
の
対
案
を
提
示
し
要

望
し
て
い
る
。

組
合
優
良
事
業
表
彰
銀
賞
を
受
賞
し
て

　
ま
ず
も
っ
て
、
記
念

す
べ
き
第
１
回
組
合
優

良
事
業
表
彰
に
お
い
て

当
組
合
青
年
部
の
事
業

が
銀
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
は
、
親
組
合
に
と
っ

て
も
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
青
年

部
に
対
し
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
受
賞
は
、
未
曽

有
の
大
災
害
で
あ
る
東

日
大
震
災
復
興
事
業
と

し
て
活
動
し
た
こ
と
に

対
し
、
全
国
の
組
合
員

皆
様
か
ら
ご
支
持
・
評

価
を
受
け
た
も
の
と
理

解
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
組
合
青
年

部
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
対
し
組
合
青
年
部

と
し
て
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
は
共
有
し
て
い
た
も

の
の
、
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
部
内
で
議

論
を
重
ね
、
結
果
電
気

工
事
業
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
支
援
、
つ
ま
り

資
格
を
生
か
し
た
事
業

に
特
化
す
る
こ
と
と

し
、
被
災
地
域
住
民
の

生
活
の
安
全
と
安
心
確

保
の
た
め
の
「
防
犯
灯

設
置
事
業
」
と
災
害
に

よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
へ
の
「
鎮
魂
」
と
大

災
害
の
「
記
憶
を
後
世

に
残
す
」
と
の
事
業
に

決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
仕
事
と
調
整
を
図

り
参
加
、
事
業
を
完
遂

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
親
組

合
は
、真
先
に
、

被
災
支
部
及
び

被
災
組
合
員
及

び
そ
の
家
族
の

安
否
確
認
と
支

援
、
救
援
を
行

う
こ
と
と
し
、

被
災
直
後
か
ら

数
回
に
わ
た
り

現
地
視
察
を
行
う
と
と

も
に
、
特
に
も
全
日
電

工
連
様
を
は
じ
め
と
す

る
全
国
の
組
合
関
係
各

位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
生

活
物
資
と
事
業
再
開
に

向
け
頂
戴
し
た
支
援
・

機
材
を
速
や
か
に
現
地

に
届
け
、
お
陰
様
で
再

起
へ
の
道
筋
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
支
援
活

動
の
形
態
を
、
親
組
合

と
青
年
部
が
切
り
口
を

変
え
、
対
応
・
活
動
し

ま
し
た
が
、
被
災
地
か

ら
の
多
様
な
要
望
に
対

し
役
割
分
担
し
た
こ
と

が
奏
功
し
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま

え
、
次
代
を
担
う
青
年

部
が
、
今
後
も
起
こ
る

で
あ
ろ
う
大
災
害
等
に

対
し
て
、
電
気
工
事
業

と
し
て
、
他
で
は
出
来

な
い
「
資
格
」
を
生
か

し
、
親
組
合
と
一
体
と

な
り
車
の
両
輪
の
ご
と

く
円
滑
に
活
動
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

理
事
長
談
話

宮古工業高校防犯灯設置 「奇跡の一本松」

大会参加者

菅野前部長、平野理事長、川崎部長

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　統括営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。

―これからの豊かさや幸せのために、

　私たちが、はじめたこと。

　それは、あらためて「暮らしの本質」を

　見つめなおすこと。

　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の

　課題を解決しながら、

　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。

　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、

　社会が複雑に変わっても、

　暮らしに大切なものはそう変わらない。

　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、

　かしこくムダのないエコテクノロジーで、

　私たちは、人と社会、地域をつないで、

　これまでにない暮らしのよろこびを

　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、

　あしたをもっと待ち遠しいものに、

　変えていくために。
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『
恋
し
浜

駅
』
は
、
大

船
渡
市
三
陸

町
綾
里
字
小

石
浜
に
あ
る

三
陸
鉄
道
南

リ
ア
ス
線
の

駅
で
、
沿
岸

部
を
見
渡
せ

る
高
台
の
無

人
駅
で
す
。

１
９
８
５

年
、
地
元
住

支部トピックス
（大船渡）

民
の
請
願
駅
と
し
て
小

石
浜
駅
が
開
業
し
ま
し

た
。
小
石
浜
地
区
は

ホ
タ
テ
の
養
殖
が
盛

ん
で
、「
恋
し
浜
ホ
タ

テ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

肉
厚
の
上
に
甘
み
が
あ

る
と
の
評
判
で
す
。
こ

の
ブ
ラ
ン
ド
を
駅
名
に

も
使
用
し
地
域
活
性
化

を
図
る
べ
く
、
地
元
の

発
案
・
請
願
に
よ
り
、

２
０
０
９
年
『
恋
し
浜

駅
』
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
呼
び
方
は
「
こ
い

し
は
ま
」
の
ま
ま
変
わ

ら
ず
、
漢
字
の
み
変
更

し
た
わ
け
で
す
。

　
列
車
を
降
り
る
と
、

海
と
夜
空
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
よ
う
な
美
し
い
群

青
色
に
塗
ら
れ
た
駅
名

標
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。

　
改
称
以
降
、
白
い
小

さ
な
駅
舎
の
中
は
ホ
タ

テ
貝
に
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
駅
待
合
室

に
「
恋
し
浜
ホ
タ
テ
」

の
貝
殻
が
絵
馬
と
し
て

使
わ
れ
て
、
ホ
タ
テ
の

養
殖
の
時
と
同
じ
方
法

で
吊
る
さ
れ
て
い
ま

す
。
駅
名
と
相
ま
っ
て

恋
愛
成
就
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
全
国
か

ら
脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。
恋
愛
に
限
ら
ず
、

学
業
成
就
・
健
康
・
金

運
な
ど
…
願
い
ご
と
は

何
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
そ
う
で

す
。
震
災
後
は
お
見
舞

い
や
復
興
を
願
う
絵
馬

が
た
く
さ
ん
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
に
は
有

第一種電気工事士のみなさんへ
電気工事技術講習センターへ登録しましょう！

　平成25年度から第一種電気工事士定期講習は新たな指定機
関による実施となったため、従来の受講案内の送付がなくな
りました。

電気工事技術講習センターへの登録の特典
登録者には「登録料・年会費」が無料で次の３点の特典があ
ります。
１．受講期限に合わせて「定期講習受講案内・申込書」をお
届けします。
２．「定期講習受講案内・申込書」と一緒に、電気工事に関す
る新情報「電気工事関連情報」をお届けします。
３．定期的に、「電気技術情報誌」を無料でお届けします。

　問合せ先 岩手県電気工事業工業組合
 盛岡市下太田字榊48－44
 電話 019－656－3255　FAX 019－658－1636

名
人
の「
ホ
タ
テ
絵
馬
」

も
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

　
ホ
ー
ム
に
は
２
０
１

０
年
に
設
置
さ
れ
た

「
幸
せ
の
鐘
」
が
あ
り

ま
す
。
き
ら
め
く
星
・

翼
を
も
つ
天
使
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
透
か
し
彫
り
が

あ
し
ら
わ
れ
て
い
て
と

て
も
素
敵
で
す
。

　
お
立
ち
寄
り
の
際
は

貝
殻
に
願
い
ご
と
を
残

し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

(

次
回
は
一
関
支
部)

第一種電気工事士　年代別調べ（平成25年８月調査）
第一種電気工
事士資格者数

年　　　　　代
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

盛　岡 343 13 67 57 110 87 9 0 0
花　巻 116 4 23 17 39 25 7 1 0
北　上 124 3 38 13 30 34 5 1 0
水　沢 121 6 22 8 45 35 5 0 0
一　関 118 4 14 25 32 35 7 1 0
大船渡 62 0 17 10 17 13 5 0 0
遠　野 37 2 5 7 8 13 2 0 0
釜　石 83 0 10 16 26 25 4 2 0
宮　古 73 3 9 20 13 21 6 1 0
久　慈 72 1 8 19 26 13 4 0 1
二　戸 80 2 14 13 27 20 4 0 0
合　計 1,229 38 227 205 373 321 58 6 1

0 50 100 150 200 250 300 350
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第一種電気工事士年代別調べ（支部別）

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

恋
し
浜
駅

テクノロジーを通して

『人間の暮らしを豊かにします』
インテリジェントビルから日本酒の醸造システムまで

☆受配電・制御システムメーカー☆

古川電気工業株式会社
代表取締役社長　茂　泉　勝　弘
盛岡支店支店長　中　村　伸　之

本　　社／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０ ☎022－236－6031
盛岡（支）／盛 岡 市 中 野 一 丁 目１７－７ ☎019－623－6421
工　　場／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０ ☎022－236－6317

盛岡営業所　　盛岡市下飯岡19－21 TEL 019－637－4567
水沢営業所　　奥州市水沢区東中通1－4－1 TEL 0197－24－7184
花巻営業所　　花巻市南城18－1 TEL 0198－24－2447
北上出張所　　北上市柳原2－4－49  シティーライフ柳原1 二号室
  TEL 0197－62－0821

CS/BS-IF・UHF
ブースター
GCU33L2

( 電源部）( 増幅部）

UAH810

※1　2012 年 3 月現在。 当社調べ。 20 素子相当の家庭用平面 （薄型） アンテナにおいて。庭用平面 （薄型） アンテナ

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

※2　2005年当社従来機種比較

消費電力最大44％低減!
※2

低雑音＋節電低雑音＋節電
※2

CS/BS-IF・UHF
ブースター
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( 電源部）( 増幅部）
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※1　2012 年 3 月現在。 当社調べ。 20 素子相当の家庭用平面 （薄型） アンテナにおいて。庭用平面 （薄型） アンテナ

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

※2　2005年当社従来機種比較

消費電力最大44％低減!
※2

低雑音＋節電低雑音＋節電
※2

CS/BS-IF・UHF
ブースター
GCU33L2

( 電源部）( 増幅部）

UAH810

※1　2012 年 3 月現在。 当社調べ。 20 素子相当の家庭用平面 （薄型） アンテナにおいて。庭用平面 （薄型） アンテナ

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

※2　2005年当社従来機種比較

消費電力最大44％低減!
※2

低雑音＋節電低雑音＋節電
※2

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市志家町13－25
 電話（019）652－2291㈹

　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所



第441号 岩　手　の　電　気　工　事 平成25年11月25日㈪　⑷

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３

　
東
日
本
震
災
発
生
後

２
年
半
が
経
過
し
た
現

在
、
復
興
の
本
格
化
に

伴
い
、
建
設
産
業
は
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
官
庁
物
件
を
中
心

に
長
期
の
大
型
物
件
の

入
札
不
調
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
小
型

工
事
も
応
札
者
な
し
の

状
態
で
あ
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
決
定
で
さ
ら
に

将
来
、
こ
の
問
題
は
拍

車
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

不
調
、
辞
退
は
解
決
さ

れ
る
の
か

　
長
年
に
わ
た
り
、
分

離
発
注
を
陳
情
し
、
電

気
工
事
業
界
の
振
興
を

要
望
し
て
き
た
立
場
と

し
て
公
共
工
事
入
札
の

不
調
、
辞
退
は
重
要
な

問
題
と
し
て
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。

　
背
景
に
は
建
設
資
材

や
労
務
費
の
急
激
な
上

昇
が
原
因
で
あ
り
、
発

注
者
が
組
ん
だ
設
計
単

価
と
現
状
の
積
算
原
価

（
施
工
上
の
時
勢
単
価
）

の
乖
離
が
直
接
の
一
つ

の
要
因
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
重
要
な

要
因
の
一
つ
は
技
術
者

不
足
で
あ
る
。
建
設
産

業
は
人
が
物
を
作
る
産

業
で
そ
の
作
る
人
が
い

な
い
、
育
た
な
い
の
で

あ
る
。

設
計
予
算
と
時
勢
価
格

の
差
額
解
消
が
ポ
イ
ン

ト
　
先
ず
価
格
の
問
題
だ

が
、
設
計
予
算
と
時
勢

価
格
が
違
い
す
ぎ
る
。

理
由
は
、
公
共
工
事
が

減
少
し
て
い
た
時
期
は

企
業
存
続
の
為
、
競
争

で
無
理
な
低
価
格
で
受

注
し
た
。
結
果
地
元
の

建
設
業
財
務
は
一
部
大

手
業
者
を
除
き
累
積
赤

字
の
連
続
で
経
営
疲
弊

は
人
材
育
成
ど
こ
ろ
か

人
員
整
理
に
終
始
し

た
。
低
入
札
の
原
因
は

適
正
利
潤
を
無
視
し
た

自
転
車
操
業
、
一
方
発

注
者
側
は
過
去
の
低
価

格
で
実
績
と
し
て
予
算

原
価
を
組
ん
だ
と
す
れ

ば
そ
の
乖
離
は
大
き
な

も
の
に
な
る
。

　
設
計
予
算
は
何
時
の

時
代
も
正
確
だ
と
し
て

も
、
請
負
業
者
の
営
業

戦
略
で
背
に
腹
は
代
え

ら
れ
な
い
と
ダ
ン
ピ
ン

グ
し
た
価
格
は
そ
の
工

事
だ
け
の
時
勢
価
格

で
、
正
常
価
格
で
は
な

い
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
し
た

赤
字
分
を
取
り
返
さ
な

け
れ
ば
建
設
業
は
正
常

な
経
営
が
出
来
ず
縮
小

か
、
倒
産
に
至
る
と
考

え
た
ら
ど
う
な
る
か
。

　
何
故
技
術
者
不
足
な

の
か
、
技
能
者
育
成
は

だ
れ
が
す
べ
き
か

　
公
共
事
業
の
減
少
が

続
い
た
結
果
、
企
業
は

新
規
技
術
者
の
採
用
を

控
え
、
優
秀
な
人
材
も

一
部
放
出
せ
ざ
る
を
得

ず
、
技
術
の
伝
承
を
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
労
務
単

価
問
題
も
含
め
て
、
低

価
格
で
終
始
し
、
技
能

工
の
不
足
が
続
き
、
仕

事
量
が
増
え
た
現
在
大

き
な
問
題
に
な
っ
た
。

熟
練
度
を
必
要
と
す
る

業
種
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
。

　
従
っ
て
工
事
量
が
増

え
る
に
従
い
、
工
事
監

理
技
術
者
の
不
足
と
現

場
技
能
工
の
不
足
が
相

ま
っ
て
入
札
不
調
、
人

材
不
足
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
方
民
間
工
事
も
増

え
て
い
る
が
、
こ
ち
ら

は
監
理
が
比
較
的
に
簡

単
で
あ
り
、
記
録
中
心

の
書
類
量
が
多
い
官
庁

工
事
が
敬
遠
さ
れ
て
い

る
。
現
状
は
急
速
な
技

術
者
の
養
成
と
監
理
書

類
の
合
理
化
、
改
善
が

急
務
で
あ
ろ
う
。

　
平
成
25
年
度
全
国
大

会
は
東
京
で
10
月
31
日

㈭
に
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
イ

ッ
ク
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ

で
開
催
さ
れ
、
当
日
は

当
協
会
か
ら
は
３
名

を
含
む
全
国
か
ら
約

４
８
０
名
が
参
加
し
た
。 

　
総
会
は
山
口
会
長
の

日
電
協
平
成
25
年
全
国
大
会
に
出
席
し
て 

挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓

と
し
て
国
土
交
通
省
屋

敷
建
設
市
場
整
備
課

長
、安
藤
東
京
副
知
事
、

武
井
港
区
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。 

　
議
事
に
先
立
ち
、「
基

調
報
告
」
と
し
て
後
藤

清
技
術
安
全
副
委
員
長

の
「
ス
マ
ー
ト
、
グ
リ

ッ
ド
の
現
状
と
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
」
が
報
告
さ
れ
た
。 

　
五
十
嵐
治
美
千
葉
県

電
業
協
会
副
会
長
か
ら

は
「
こ
れ
か
ら
の
地
域

に
密
着
し
た
企
業
集
団

の
姿
と
は
」
と
し
て
報

告
さ
れ
た
。 

　
議
事
に
入
り
大
会
決

議
採
択
が
行
わ
れ
た
。

会
員
大
会
決
議
文
の
説

明
が
井
上
健
運
営
委
員

長
か
ら
な
さ
れ
た
。
会

員
大
会
決
議
文
は
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
推
進

し
「
夢
と
生
き
が
い
の

あ
る
電
設
業
界
を
目
指

そ
う
」
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
４
つ
の
目
標
達

成
に
向
け
て
協
会
を
挙

げ
て
「
戦
略
的
広
報
活

動
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
強
化
」
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
議
し
た
。 

　
記
念
講
演
は
「
人
生

先
発
完
投
」
と
題
し
元

プ
ロ
野
球
投
手
村
田
兆

治
氏
で
あ
っ
た
。 

現

役
時
代
は
「
マ
サ
カ
リ

投
法
」
と
言
わ
れ
た
豪

快
な
技
術
を
今
、
離
島

の
青
少
年
の
育
成
に
役

立
て
て
い
る
と
の
事
だ

っ
た
。 

　
引
き
続
き
会
員
懇
親

激変（？）の建設業界
（一社）岩手県電業協会　　　　　　　

会長　工　藤　　　泰　　

家入氏を講師に「情報化時代の現場施工」
県内外から64名が聴講

　
通
算
で
第
３
回
、
今

年
度
と
し
て
は
初
の
公

益
目
的
事
業
講
演
会

が
、
10
月
22
日
㈫
午
後

３
時
か
ら
、
盛
岡
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー　
マ
リ

オ
ス
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　
今
回
の
講
演
は
、
株

式
会
社
イ
エ
イ
リ
・
ラ

ボ
代
表
取
締
役
家
入
龍

太(

い
え
い
り
り
ゅ
う

た)

氏
を
講
師
に
、「
情

報
化
時
代
の
施
工
現

場
」
〜
ク
ラ
ウ
ド
を
使

う
新
し
い
戦
略
〜
と
題

し
、
遠
く
は
山
形
か
ら

の
参
加
者
も
含
め
64
名

に
て
行
わ
れ
た
。

　

家
入
氏
は
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
）
を
活
用
し
た
新

し
い
か
た
ち
の
建
築
設

計
施
工
を
中
心
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信

技
術
）
を

建
築
現
場

に
取
り
込

み
、
よ
り

効
率
よ
く

施
工
す
る

こ
と
に
よ

る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を

提
唱
。
近

未
来
の
建

築
施
工
現

場
を
、
わ

か
り
や
す

く
講
演
さ

れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
し
た
現

場
施
工
管
理
な
ど
、
建

築
現
場
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
活

用
が
興
味
深
か
っ
た

等
、
好
評
を
得
た
。

　
な
お
、
今
年
度
２
回

目
の
公
益
目
的
事
業
講

演
会
は
、
来
年
２
月
に

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

会
が
開
催
さ
れ
た
。
次

期
開
催
支
部
と
し
て
関

西
支
部
が
紹
介
さ
れ
大

第３回公益目的事業講演会開催

会
が
終
了
し
た
。

（
工
藤　
泰
）

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

盛岡北営業所 〒020-0125 盛岡市上堂３丁目 9－ 45
  TEL（019）645－ 0990
花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする


